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表紙の紹介

　

昨
年
10
月
か
ら
、
大
泉
支
店
初
と
な
る
女

性
の
営
業
担
当
と
し
て
バ
イ
ク
で
町
内
を
走

り
回
る
天
笠
さ
ん
は
、
桐
生
信
用
金
庫
に
勤

務
す
る
入
庫
２
年
目
の
注
目
株
。

　

周
囲
か
ら
は
、
窓
口
・
出
納
・
為
替
と

い
っ
た
店
内
で
の
業
務
を
担
当
し
て
い
た
頃

よ
り
〝
い
き
い
き
し
て
い
る
ね
〟
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
多
く
、
自
身
も
外
に
出
て
、
直
接

お
客
様
と
接
す
る
仕
事
が
向
い
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

と
は
い
え
、
業
務
が
変
わ
っ
て
ま
だ

４
か
月
。
向
上
心
が
強
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
自
分
で
調
べ

た
り
、
先
輩
に
何
度
も
聞

い
た
り
し
な
が
ら
勉
強

す
る
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
営
業
担

当
に
な
っ
て
か
ら
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

バ
イ
ク
も
、
始
め
は
少
し

怖
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

大
学
４
年
間
を
都
内
で
過
ご
し
、

故
郷
の
温
か
さ
を
再
認
識
し
た
こ
と
で
、
地

域
に
密
着
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

地
元
の
信
用
金
庫
へ
就
職
を
希
望
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
天
笠
さ
ん
は
「
地
域
の
お

客
様
か
ら
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
た

り
、
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
る
こ
と
は
素
直

に
う
れ
し
い
で
す
し
、
仕
事
の
原
動
力
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

　

現
在
は
、〝
自
分
か
ら
お
客
様
の
懐
に
飛

び
込
ん
で
い
く
〟
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
お

客
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
適
格
に
把
握
す

る
こ
と
を
理
想
と
考
え
、
お
客

様
本
位
の
営
業
活
動
が
で
き

る
よ
う
「
価
値
共
創
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
天
笠
さ
ん
に
今

後
の
目
標
を
伺
う
と
、「
仕

事
を
通
し
地
域
貢
献
を
し
て
、

活
気
の
あ
る
明
る
い
町
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

Profile

天
あ ま が さ

笠 　 瞳
ひとみ

さん

（24歳）

太田市出身、明治大学商学部卒。

趣味はカラオケと県内の温泉巡り。

カラオケのレパートリーは多く、

さまざまなジャンルの歌を歌う。

時間を見つけて、久しぶりに海外

旅行にも行きたいとニッコリ。

妊婦の外来受診医療費を一部助成します

■対　象

医療機関を受診したときに大泉町に住所を有す

る妊婦（母子健康手帳を交付された日から出産

などの前日までの期間）

■助成内容

平成30年４月１日～平成30年12月31日までの間に

医療機関で支払った妊婦健康診査などの自費分を

除く外来受診医療費（歯科・薬剤などは除く）

■助成金額

　上限2,000円（2,000円に満たない場合はその額）

■申請方法

出産などの後１年以内に健康づくり課へ直接申

請する

■持参する物

・大泉町妊婦医療費助成金交付申請書兼請求書

・領収書、診療内容がわかる書類（原本）

・母子健康手帳

・振込先が確認できるもの

・印鑑

■対　象

・骨髄移植手術などで接種が済んでいる定期予防接種の予防効果

が期待できないため、再接種が必要であると医師に診断された

20歳未満の人

・再接種を受ける日に大泉町に住所を有する人

■対象となる予防接種（右表のとおり）

・定期接種として既に受けた小児の接種のうち、再接種が必要と

判断された予防接種であること

・平成30年12月18日以降の再接種であること

■助成金額

　再接種費用として医療機関に支払った金額

■申請方法

再接種を受ける前に母子健康手帳を持参して健康づくり課へ直

接申請する

※その他不明な点については、健康づくり課へお問い合わせくだ

さい。

　町では、妊婦の経済的負担を軽減し、母子保健の向上を図るため、

妊婦の外来受診医療費の一部を助成します。

特別の理由による予防接種の

再接種費用を助成します

　町では、骨髄移植手術などを受け、移植手術後に定期予防接

種の再接種が必要である人に対して、再接種費用を助成します。

■対象年齢がある予防接種

ＢＣＧ（結核） ４歳未満

小児肺炎球菌（肺炎球

菌感染症）
６歳未満

ヒブ（Hib感染症） 10歳未満

四種混合（ジフテリア・
百日せき・破傷風・急
性灰白髄炎）

15歳未満

■助成対象予防接種

ジフテリア・百日せき

破傷風・急性灰白髄炎

麻しん・風しん

日本脳炎
結核

Hib感染症

肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

水痘

Ｂ型肝炎

健康づくり課からの

お知らせ
●詳しくは、健康づくり課（☎６２・２１２１）へ。
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男
・
女
に
分
け
ら
れ
る
存
在
で
は

な
く
、
自
分
の
性
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
と
い
う
「
こ
こ
ろ
の
性

（
性
自
認
）」、
ど
の
性
別
を
恋
愛
の

対
象
と
す
る
の
か
と
い
う
「
好
き

に
な
る
性
（
性
的
指
向
）」
が
人
に

よ
っ
て
違
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
人
自
身
の
「
性
」
の
あ
り

方
が
少
数
派
の
人
た
ち
を
「
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）」

と
い
い
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
Ｌ
）・
ゲ

イ
（
Ｇ
）・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

（
Ｂ
）・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
Ｔ
）

の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

と
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
は
「
好
き
に
な
る
性
」、
Ｔ
は

「
こ
こ
ろ
の
性
」
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
す
。
特
に
、性
的
指
向
は
〝
趣
味
〟

の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

性
的
指
向
や
性
自
認
は
自
分
の
意

思
で
選
択
・
変
更
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
生

き
て
い
て
、
誰
も
が
一
人
ひ
と
り

　

こ
の
た
び
県
内
初
、
町
村
で
は
全
国
初

と
な
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
皆
さ
ん
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
平
成
29
年
３
月
に
制

定
し
た
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ

す
人
権
擁
護
条
例
」
の
理
念
に
基
づ
い
て

お
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
法
的
効
力
（
婚
姻
、
相

続
、
税
金
の
控
除
な
ど
）
が
生
じ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
互
い
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
人
生
を
と
も
に
生
き

て
い
こ
う
と
す
る
お
二
人
の
関
係
を
、
行

政
が
認
め
尊
重
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
私
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
次
の
よ
う
に

解
釈
し
て
お
り
ま
す
。
Ｌ
は Love

「
愛
」、

Ｇ
は G

oing m
y w

ay

「
我
が
道
を
往
く

（
自
分
ら
し
く
）」、
Ｂ
は Bravo

「
す
ば
ら

し
い
」、
Ｔ
は Thanks

「
感
謝
」
で
す
。

愛
を
持
っ
て
人
と
接
し
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ

し
て
感
謝
の
心
を
持
つ
こ
と
が
差
別
の
な

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
権
擁
護
の
先
進
地
と
し
て
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

大泉町長

村 山 俊 明

　

町
で
は
、
１
月
１
日
か
ら
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ
す
人
権
擁

護
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が

い
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

皆
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
お
互
い
を
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
日
常
生
活
に

お
い
て
相
互
に
協
力
し
合
う
こ
と
を

約
束
し
た
関
係
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、

大
泉
町
長
に
宣
誓
す
る
も
の
で
す
。

宣
誓
に
基
づ
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
書
受
領
証
と
宣
誓
書
の
写
し

を
交
付
し
ま
す
。

□ 

対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
、

一
方
ま
た
は
双
方
が
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人

・ 

満
20
歳
に
達
し
て
い
る
こ
と

・ 

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

（
転
入
予
定
も
含
む
）

・ 

配
偶
者
が
い
な
い
こ
と
、
他
の
人

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
に

な
い
こ
と

・ 

当
事
者
同
士
が
近
親
者
（
直
系
血

族
、
三
親
等
以
内
の
傍
系
血
族
ま

た
は
直
系
姻
族
）
で
な
い
こ
と

■
宣
誓
と
受
領
証
交
付
の
流
れ

①
予
約
受
付

　

宣
誓
書
の
提
出
に
は
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。
宣
誓
を
希
望
す

る
人
は
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（jin

k
e
n
-d

a
n
jo

@
to

w
n
.o

izu
m

i.

g
u
nm

a
.jp)

で
多
文
化
協
働
課
へ
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
必
要
書
類
の
準
備

　

２
人
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
票
の
写
し
、

独
身
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の
を
当
日
ま
で
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③
宣
誓
書
提
出

　

予
約
日
に
２
人
で
来
庁
し
、
宣
誓

書
と
添
付
書
類
な
ど
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

④
交
付

　

提
出
書
類
を
確
認
し
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
書
受
領
証
」
と

「
宣
誓
書
の
写
し
」
を
交
付
し
ま
す
。

□
必
要
書
類

・ 

住
民
票
の
写
し
な
ど
（
現
住
所
の

確
認
が
で
き
る
も
の
）

・ 

戸
籍
謄
本
な
ど
（
独
身
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

※
詳
し
く
は
、
多
文
化
協
働
課
（
内

線
２
６
１
）
へ
。

　ＬＧＢＴなどのセクシュアルマイノリティの当事

者を取り巻く課題は教育、就労、法律など、未だ多

くあります。その一つに、戸籍上同性同士では結婚

できないという事が挙げられます。大切なパート

ナーと結婚できない事は、悲しいというだけでなく、

医療や福祉、相続など共に生きていく上でそれらの

保証がされないという不安に繋がります。

　それらの不安を解消するための第一歩として、ま

ず戸籍上同性のカップルを家族として認めようとい

うのがパートナーシップ制度です。今回、大泉町が

全国で10番目、群馬県内で初のパートナーシップ導

入自治体となりましたのは、大変素晴らしい事です。

　男・女はこうあるべき、結婚・家族とはこうある

べきという固定観念に「生きづらさ」を感じるのは、

決してセクシュアルマイノリティ当事者だけではな

いはずです。多様な性、多様な生

き方を認める事でみんなが生きや

すい社会になっていくと考えます。

セクシュアルマイノリティ

支援団体ハレルワ

代表　間
ま ま だ

々田久
ひ さ な

渚さん

身体の性
Sex

心の性

Gender
Identity

好きになる性
（性的指向）

Sexual
Orientation

どんな身体の

特徴がある？

自分の性を

どう認識する？ どんな人を

好きになる？

あらゆる差別の撤廃を

めざす人権擁護条例

　平成29年３月31日に、性別や年齢、

国籍などにかかわらず、新たな人

権侵害が生じることのない、人権

が擁護されたまちづくりをすすめ、

あらゆる差別のない社会をつくる

ことを目的に制定されました。

こ
れ
ま
で
の町

の
取
り
組
み

①
セ
ミ
ナ
ー

　
昨
年
10
月
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
団
体
ハ
レ
ル
ワ
の

皆
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
い

ろ
い
ろ
な
性
～
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
～
」
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
多
目
的
ト
イ
レ
の
表
示

　
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
、
町
内
施
設

に
設
置
し
て
あ
る
多
目
的
ト
イ
レ
の

表
示
を
変
更
し
ま
し
た
。

多くの皆さんにご参加いた

だき、理解を深めることが

できました。

この表示がある多目的ト

イレはどなたでもご利用

いただけます。

違
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
と

の
違
い
が
理
解
さ
れ
ず
に
、
差
別

や
偏
見
を
受
け
、
誰
に
も
相
談
で

き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま

す
。
ま
た
、
差
別
や
偏
見
を
恐
れ

て
周
囲
に
言
え
な
い
た
め
に
、
そ

の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

何
気
な
い
言
葉
で
当
事
者
を
傷
つ

け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
誰
も
が
自
分
の
性
を
尊

重
さ
れ
、「
自
分
ら
し
く
」
生
き
ら

れ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
「
多
様
な
性
の
あ
り

方
」
に
正
し
い
理
解
を
持
ち
、
お

互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を

制
定
し
ま
し
た

好
き
に
な
る
性

（
性
的
指
向
）

こ
こ
ろ
の
性

（
性
自
認
）

レズビアン
（女性同性愛者）L

こころの性が女性で、
好きになる性が女性

からだの性が男性で、こころの性が女性
 ⇒ M t F（Male to Female）

からだの性が女性で、こころの性が男性
 ⇒ F t M（Female to Male）

G
こころの性が男性で、
好きになる性が男性

ゲイ
（男性同性愛者）

T
からだの性とこころの
性が一致しない人トランスジェンダー

B
好きになる性が異性の場
合も同性の場合もある

バイセクシュアル
　（両性愛者）

　

性
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
私
た

ち
人
間
は
「
身
体
の
性
」
だ
け
で

多
様
な
性
に
つ
い
て

考
え
よ
う
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群馬県議会議員選挙

投票日：４月７日㈰予定

■平成３１年中に執行予定の選挙

・群馬県知事選挙（７月２７日任期満了）

・参議院議員通常選挙（７月２８日任期満了）

投票制度
　投票日当日に投票所へ行けない人のため、さまざまな投票制度が用意されています。

投票制度の内容を理解していただき、選挙の際はご活用ください。

※詳しくは、町選挙管理委員会（内線８３２）へ。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
前

も
っ
て
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

□ 

投
票
が
で
き
る
人　

投
票
日
当
日

に
次
の
理
由
で
投
票
所
へ
行
っ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
人

・ 

仕
事
、
学
業
、
地
域
行
事
の
役
員
、

冠
婚
葬
祭
な
ど

・ 

右
記
以
外
の
用
事
の
た
め
外
出
、

旅
行
、
滞
在

・
病
気
、
け
が
、
妊
娠
、
出
産
な
ど

・ 

住
所
移
転
し
、
大
泉
町
外
に
居
住

し
て
い
る

・ 
天
災
ま
た
は
悪
天
候
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
困
難

□
場
所　

役
場
（
日
の
出
55
の
１
）

□ 

期
間　

選
挙
期
日
の
公
示
日
（
告

示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で

□ 

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時
ま
で
（
期
日
前
投
票
期
間
の
最
終

日
に
投
票
時
間
の
弾
力
的
な
運
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
投

票
所
入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

□ 

持
参
す
る
物　

投
票
所
入
場
券
、

宣
誓
書
兼
請
求
書
（
宣
誓
書
兼
請

求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に

印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
）

病
院
な
ど
の
施
設
で
の

不
在
者
投
票

　

け
が
や
病
気
な
ど
で
病
院
に
入
院

し
て
い
る
場
合
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
で
投
票
日
に

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
病
院
な
ど
が
都
道
府
県
選

挙
管
理
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
施

設
で
あ
る
場
合
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
な
ど
の

施
設
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
入
院
・
入
所
し
て
い
る
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□ 

投
票
で
き
る
人　

都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
指
定
を
受
け
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
選
挙
人

で
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人

□ 

手
続
き　

選
挙
人
が
入
院
・
入
所

し
て
い
る
施
設
長
に
、
投
票
を
し

た
い
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
施

設
長
が
選
挙
人
に
代
わ
り
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
を

請
求
・
受
理
し
、
選
挙
人
が
投
票

を
行
っ
た
後
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
あ
て
に
郵
送
な
ど
を
し
ま
す

□ 
場
所　

入
院
し
て
い
る
病
院
や
入

所
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設

□ 

期
間　

選
挙
期
日
の
公
示
日
（
告

示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で

他
市
町
村
（
滞
在
地
）
で
の

不
在
者
投
票

□ 

投
票
で
き
る
人　

長
期
出
張
や
出

産
、
学
業
な
ど
で
他
の
市
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
た
め
、
大
泉
町
の

投
票
所
で
投
票
が
で
き
な
い
人

□ 

手
続
き　

投
票
用
紙
、
不
在
者
投

票
用
封
筒
交
付
請
求
書
兼
宣
誓
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
２
階
16
番
窓

口
）
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒
370

０
５
９
５　

日
の
出
55
の
１
）
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
内

容
を
審
査
し
た
後
、
投
票
用
紙
な

ど
を
滞
在
し
て
い
る
住
所
地
に
郵

送
し
ま
す
。
な
お
、
不
在
者
投

票
用
封
筒
交
付
請
求
書
兼
宣
誓
書

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://

w
w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n
m
a
.

jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ま
た
、
投
票
所
入
場
券

の
裏
面
に
宣
誓
書
兼
請
求
書
を
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い

□ 

投
票
方
法　

町
選
挙
管
理
委
員
会

が
郵
送
し
た
投
票
用
紙
な
ど
を
、

滞
在
し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
持
参
し
、
投
票
し
て

く
だ
さ
い

□ 

期
間
・
時
間　

選
挙
期
日
の
公
示

日
（
告
示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
（
投
票
を
済
ま
せ

た
投
票
用
紙
が
、
投
票
日
当
日
の

午
後
８
時
（
投
票
所
閉
鎖
時
刻
）

ま
で
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
を
経

由
し
て
不
在
者
投
票
指
定
投
票
区

投
票
所
に
到
着
し
、
投
票
用
紙
が

投
票
箱
に
投
か
ん
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投

票
時
間
に
つ
い
て
は
、
滞
在
し
て

い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
い
障
害
が
あ
る
た
め
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□ 

投
票
で
き
る
人　

身
体
の
障
害

な
ど
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
、
左

表
の
区
分
に
該
当
す
る
障
害
の

あ
る
人

□ 

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

投
票
所
へ
の
移
動
に
利
用
で
き
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
よ
る
外
出
介
助
を
受
け
て
い

る
人
で
、
投
票
所
や
期
日
前
投
票
所

ま
で
一
人
で
移
動
す
る
こ
と
が
難
し

い
人
は
、
ヘ
ル
パ
ー
が
付
き
添
う
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
☎
62
・
２
１
２
１
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
４
月
７
日

（日）
に
予
定
さ
れ
て
い
る

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
広
報
お
お
い
ず
み
３
月
10

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
う
に
は
、
投
票
前
に
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

証
明
書
交
付
に
係
る
書
類
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い

□ 

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
方
法　

不

在
者
投
票
用
紙
等
請
求
書
に
交
付

を
受
け
た
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
を
添
え
て
、
郵
便
で
投
票
用

紙
な
ど
の
請
求
を
行
い
ま
す
。
請

求
書
な
ど
の
内
容
を
確
認
後
、
投

票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す

□ 

期
間　

選
挙
期
日
の
公
示
日
（
告

示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で

□ 

投
票
方
法　

自
宅
な
ど
で
投
票
を

済
ま
せ
た
投
票
用
紙
は
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
郵
送
し
た
指
定
の

封
筒
に
入
れ
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要介護状態
区分

身体障害者手帳に
記載の障害名

障害の程度

１級 ２級 ３級

要介護５

両下肢、体幹、
移動機能の障害

○ ○

心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、
小腸の障害

○ － ○

免疫、肝臓の障害 ○ ○ ○

戦傷病者手帳に
記載の障害名

障害の程度

特別項症 １級 ２級 ３級

両下肢、体幹の障害 〇 〇 〇

心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう

〇 〇 〇 〇

ご存
知ですか

期
日
前
投
票

■郵便などによる不在者投票ができる人



　

町
で
は
、
家
庭
的
な
環
境
の
中
で

食
事
を
す
る
機
会
の
少
な
い
子
ど

も
の
孤
食
を
防
止
し
、
居
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

29
年
１
月
に
最
初
の
子
ど
も
食
堂

を
町
直
営
で
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
町
公
民
館
で
開
催
し

て
い
る
「
お
お
い
ず
み
っ
子
食
堂
」、

寄
木
戸
南
公
民
館
で
開
催
し
て
い

る
「
よ
り
き
ど
子
ど
も
食
堂
」、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ひ
で
開

催
し
て
い
る
「
あ
さ
ひ
子
ど
も
食

堂
」
の
３
か
所
で
各
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
個
性
的

な
子
ど
も
食
堂
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企

業
や
団
体
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
現
在
で
は
、

当
初
の
目
的
で
あ
る
「
孤
食
の
防

止
」
と
「
居
場
所
の
確
保
」
だ
け
で

な
く
、
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
地
域
に
広
げ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
食
堂
は
多
く
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
の
一
日
♪

　
午
前
11
時
に
な
り
、
子
ど
も
食
堂
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
「
こ
ん
に
ち
は
！

い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
明
る
く
元
気
な
声
で
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入
れ
ま
す
。

食
事
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
会
場
準
備
な
ど
を
含
め
た
子
ど
も
食
堂
の
気
に

な
る
一
日
を
各
食
堂
の
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●調理開始

おいしく食べてもらえる

ように愛情たっぷり！

●会場準備

机・イスなどを拭いて、

子どもたちを迎える準備万端!

●交流

地域の皆さんと会話をしながら

ご飯を待つ時間も楽しい！

●みんなでいただきま～す！

大きく口を開けて、

おいしいご飯をモグモグ

●配膳

出来たての温かい食事を

手渡しで受け取ります

●消毒

アルコール消毒を済ませ、

いつでも食べられるよ！

　「子ども食堂」という言葉を聞いたことがありますか。

子ども食堂とは、子どもが一人でも利用でき、地域のボランティアなどの皆さんが無料

もしくは安価で食事を提供する場所のことです。「子ども食堂」は全国各地に広がりをみせており、

現在、町内でも３か所で開催されています。

　子育て世代の人はもちろん、ボランティアや寄付など、

さまざまな立場で皆さんも「子ども食堂」に参加してみませんか。

※詳しくは、福祉課社会福祉係

（☎62・2121）へ。

　

子
ど
も
食
堂
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
が
集
ま
っ
て
同
じ
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
で
心
の
距
離
を
縮
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
だ
ん
接
す

る
こ
と
が
な
い
世
代
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
子
ど
も
食
堂
の
魅

力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
子
ど
も
食
堂
に
参
加
し

て
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
町
で
は
、
子
ど
も
食
堂
の
開

設
か
ら
運
営
ま
で
相
談
や
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
食
堂
に
興

味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 こ

れ
か
ら
の
子
ど
も
食
堂

完食！

おいしかった～♪

9：0010：0011：30

11：4511：5012：00

— 大泉町子ども食堂 —
食で子どもたちを笑顔に

— 大泉町子ども食堂 —
食で子どもたちを笑顔に

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
大
活
躍
！

■
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
主
な

企
業
や
団
体
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

・
味
の
素
冷
凍
食
品
㈱
関
東
工
場

・
邑
楽
館
林
農
業
協
同
組
合

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
松
会
フ
ー
ド
バ

ン
ク
北
関
東

・
ハ
ナ
マ
ル
キ
㈱
大
利
根
工
場な

ど
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お
い
し
い
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト

が
開
催
し
て
い
る
「
お
お
い

ず
み
っ
子
食
堂
」
を
紹
介
し
ま

す
。

□ 

開
催
日　

毎
月
第
４
土
曜
日

（
原
則
）

□ 

次
回
開
催
日　

２
月
23
日
㈯

□ 

場
所　

町
公
民
館
（
吉
田
２

４
６
５
）

□ 

定
員　

80
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□ 

対
象　

町
内
在
住
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
な
ど

□
費
用

・
子
ど
も
…
無
料

・
大
人
…
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
い
し
い
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト
・
杉
本
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

１
８
０
８
・
５
９
６
９
）
へ
。

参加している皆さんに

聞いてみました！

　参加するたびに違う味のお

いしいカレーが食べられるの

で、楽しみにしています。子

どもたちも多人数で楽しく食

べることができてうれしそう

です。ここへ来るといつも完

食し、今日はおかわりまでし

てくれて良かったです。また

次回も参加したいです。

▲北川さん親子

悦
えつ

子
こ

さん・颯
そう

大
た

くん・暉
あき

人
と

くん

Interview

「おいしいまごころネット」代表　杉本さん

町中の子どもたちがおいしく食べられるように

■次亜塩素酸を使い、一枚一枚

丁
てい

寧
ねい

に洗浄

Interview

「よりきど暮しの会」代表　月橋さん・坂本さん

手作りにこだわり、地域の皆さんで楽しく食事を

■ボランティアによる絵本・紙芝居

の読み聞かせは毎回大好評！

Interview

「あさひこどもコミュニティ」代表　宮下さん

子ども食堂を通して、みんなが明るく元気に

　

あ
さ
ひ
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

開
催
し
て
い
る
「
あ
さ
ひ
子
ど
も
食

堂
」
を
紹
介
し
ま
す
。

□ 

開
催
日　

偶
数
月
第
２
日
曜
日

（
原
則
）

□ 

次
回
開
催
日　

４
月
14
日

（日）

□ 

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ

さ
ひ
（
朝
日
４
の
17
の
30
）

□ 

定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□ 

対
象　

町
内
在
住
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
な
ど

□
費
用

・
子
ど
も
…
無
料

・
大
人
…
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
あ
さ
ひ
こ

ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
宮

下
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
６

７
０
２
・
８
６
０
３
）
へ
。

■季節をモチーフにしたオブジェ

作りも人気の一つ

あ
さ
ひ
子
ど
も
食
堂

　１回目から参加しています。

ボランティアとして、絵本・

紙芝居の読み聞かせにも参加

しています。子ども食堂はふ

だん話す機会のない世代との

触れあいもできる貴重な機会

です。これからも参加し、地

域の皆さんとの交流も楽しん

でいきたいと思います。

　広報おおいずみで子ども食堂

のことを知り、行ける時はいつも

参加するようにしています。育ち

盛りの子どもがいるので、栄養

バランスが良く、作りたての温

かい食事を取ることができます

し、とてもおいしいです。友だち

といっしょに食事をする機会とし

てもこれからも参加したいです。
▲田中さん親子

麻
ま

衣
い

子
こ

さん・咲
さ

妃
き

ちゃん・美
み

穂
ほ

ちゃん

▲山﨑さん親子

紫
し

織
おり

さん・一
かず

虎
とら

くん・隆
たか

義
よし

くん

お
お
い
ず
み
っ
子
食
堂

　

よ
り
き
ど
暮
し
の
会
が
開
催
し
て

い
る
「
よ
り
き
ど
子
ど
も
食
堂
」
を

紹
介
し
ま
す
。

□ 

開
催
日　

毎
月
第
２
土
曜
日
（
原

則
）

□ 

次
回
開
催
日　

３
月
９
日
㈯

□ 

場
所　

寄
木
戸
南
公
民
館
（
寄
木

戸
１
１
０
１
の
２
）

□ 

定
員　

60
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□ 

対
象　

町
内
在
住
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
な
ど

□
費
用

・
子
ど
も
…
無
料

・
大
人
…
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
よ
り
き
ど

暮
し
の
会
・
月
橋
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
６
５
８
２
・

５
５
０
１
）
へ
。

　「おおいずみっ子食堂」は町中の子どもたちに食事をして欲しい
と思い名付けました。開設して、もうすぐ２年になります。地域企
業・生産者・行政の協力をいただき、活動しています。子ども食堂
が子どもたちだけでなく地域の皆さんにとって欠かせない場となり、
問題を抱える子どもが一人でも減ることを願い活動をしています。
　また、いっしょに活動してくれる仲間も募集しています。

よ
り
き
ど
子
ど
も
食
堂

　子どもを中心にカレーを食べるのが「よりきど子ども食堂」です。
　カレーの味は無限です。毎回、いろいろな味のカレーを工夫して提供して
います。特徴は手作りへのこだわり。手作りドレッシングを使用したグリー
ンサラダや季節のフルーツを盛り込んだデザートなど副菜も好評です。子ど
もたちはもちろん、地域の皆さんもいっしょに食事を楽しめます。食事の前
後には楽しいイベントも企画しています。皆さんぜひご参加ください。

　私たちは、子どもたちや特別養護老人ホームあさひの入居者の皆さ
んが明るく元気になってもらえるように活動しています。毎回、子ど
もたちに楽しんでもらえるような食事のメニューや食後のイベントに
趣向を凝らしています。
　また、あさひこどもコミュニティでは、温かい応援をしてくれる人
やアイデアも募集しています。

— 大泉町子ども食堂 —
食で子どもたちを笑顔に
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大泉町役場

01

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を

公
表
し
て
い
ま
す

　

町
で
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.

o
izu
m
i.g
u
n
m
a.jp
/

）
お
よ
び
そ
れ

ぞ
れ
に
記
載
し
て
あ
る
公
表
場
所

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

︻
共
通
事
項
︼

□
実
施
期
間　

平
成
30
年
11
月
20

日
～
12
月
21
日

□
公
表
場
所　

役
場
1
階
情
報
コ
ー

ナ
ー
、保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

町
公
民
館
、
町
公
民
館
南
別
館
、

図
書
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
吉

田
・
寄
木
戸
・
北
小
泉
）、
町
民

体
育
館
、
文
化
む
ら
、
い
ず
み

の
杜
、
町
立
保
育
園
（
3
園
）、

児
童
館
（
4
館
）、
大
泉
郵
便
局
、

桐
生
信
用
金
庫
大
泉
支
店
、
群

News

馬
銀
行
大
泉
支
店

□
公
表
期
限
　

2
月
28
日
㈭

︻
大
泉
町
自
殺
対
策
基
本
計
画
（
素

案
）
︼

□
案
件
名
　
大
泉
町
自
殺
対
策
基

本
計
画
（
素
案
）

□
提
出
さ
れ
た
意
見　

1
件

□
公
表
場
所　

町
立
中
学
校
（
3

校
）、
県
立
大
泉
高
等
学
校
、
県

立
西
邑
楽
高
等
学
校
、
大
泉
保
育

福
祉
専
門
学
校

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
☎

62
・
２
１
２
１
）
へ
。

︻
大
泉
町
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
（
素
案
）
︼

□
案
件
名
　
大
泉
町
公
共
下
水
道

事
業
経
営
戦
略
（
素
案
）

□
提
出
さ
れ
た
意
見
　

0
件

※
詳
し
く
は
、
環
境
整
備
課
下
水

道
係
（
内
線
５
６
１
）
へ
。

News

04

町
税
等
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

町
税
等
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
町
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の

財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
町

税
等
を
滞
納
す
る
人
が
い
る
と
、
納

期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公

平
性
を
欠
き
、
町
財
政
を
圧
迫
し
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
、

滞
納
を
し
て
い
る
人
に
督
促
状
・
催

告
書
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪

問
な
ど
で
納
税
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
納
税
資
力
が
あ
り
な
が
ら
納

税
し
な
い
人
に
は
次
の
よ
う
な
滞
納

処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
収
納
課
で
は
、
納
税
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
早
急
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
税
等
の
納
付

は
、
安
全
・
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

□
滞
納
処
分
実
施
内
容
の
例

・
給
与
所
得
が
あ
る
人
…
勤
務
先
に

給
与
照
会
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

を
行
い
ま
す

・
不
動
産
や
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
人
…
差
し
押
さ
え
て
公
売
を
行

い
ま
す

・
預
貯
金
な
ど
、
財
産
を
所
有
し
て

い
る
人
…
金
融
機
関
な
ど
の
調
査

で
財
産
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
差

し
押
さ
え
を
行
い
ま
す

□
注
意
事
項

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
人
に
は

財
産
調
査
を
行
い
ま
す

・
滞
納
処
分
を
行
う
前
に
事
前
通
知

は
あ
り
ま
せ
ん

・
滞
納
処
分
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
収
納
課
（
内
線
５
８

２
）
へ
。

News

03

２
月
20
日
㈬
に

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
を
用
い
た
訓
練
で
、
大
泉
町
以

外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

用
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
情
報

伝
達
訓
練
は
正
常
に
放
送
な
ど
を
発

信
で
き
る
か
確
認
す
る
た
め
の
訓
練

で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
は
こ
の
放
送

な
ど
を
聞
い
て
具
体
的
な
行
動
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は　

地
震
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
国
か
ら

人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に

伝
え
る
シ
ス
テ
ム

□
事
前
周
知
放
送
日
時
　
２
月
20
日

㈬　

午
前
10
時
30
分
頃

□
訓
練
実
施
日
時
　
２
月
20
日
㈬　

午
前
11
時
頃

□
訓
練
内
容

①
防
災
行
政
無
線

　

町
内
53
か
所
に
設
置
し
て
あ
る

防
災
行
政
無
線
か
ら
、
次
の
内
容
で

一
斉
に
放
送
試
験
を
行
い
ま
す
。

・
放
送
内
容
…
上
り
チ
ャ
イ
ム
音

が
鳴
り
、「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
を
３
回
繰
り

返
し
、「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い

大
泉
で
す
」
の
後
に
下
り
チ
ャ
イ

ム
音
が
鳴
り
ま
す

・
放
送
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た

り
、
聞
き
逃
し
た
場
合
は
無
料
の

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
１
２

０
・
３
１
３
・
１
４
１
）
か
ら
内

容
を
確
認
で
き
ま
す
。
放
送
後
24

時
間
を
過
ぎ
た
内
容
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
。
右
記
の
電
話
番
号
が
つ

02

先
進
安
全
自
動
車
購
入
費
補
助
制
度
は

３
月
末
で
終
了
し
ま
す

News

　

町
で
実
施
し
て
い
る
先
進
安
全
自

動
車
購
入
費
補
助
制
度
は
３
月
末
で

終
了
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
す
る
人

は
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

□
対
象

・
新
車
登
録
日
に
町
内
に
住
所
を
有

す
る
満
65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は

初
め
て
取
得
し
た
自
動
車
運
転
免

許
証
の
交
付
日
か
ら
１
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人

・
非
営
利
か
つ
自
ら
使
用
す
る
目
的

で
新
車
を
購
入
し
た
人

・
町
内
に
住
所
を
有
し
か
つ
町
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
人

□
対
象
自
動
車

・
普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
ま
た

は
軽
自
動
車

・
車
検
証
の
用
途
欄
に
自
家
用
か
つ

乗
用
と
記
載

・
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
の
新
車

登
録
車
（
レ
ン
タ
ル
、
リ
ー
ス
お

よ
び
中
古
車
（
輸
入
車
も
含
む
）

は
除
く
）

・
使
用
の
本
拠
の
位
置
が
町
内
で
あ

る
こ
と

□
補
助
額
（
補
助
対
象
者
１
人
に
つ

き
１
台
ま
で
）

・
普
通
自
動
車
・
小
型
自
動
車
…
５

万
円

・
軽
自
動
車
…
２
万
５
０
０
０
円

□
必
須
装
置

・
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

・
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制

装
置

□
選
択
装
置
　
次
の
い
ず
れ
か
の
装

置
を
装
備
し
て
い
る
こ
と

・
車
線
逸
脱
警
報
装
置

・
車
線
維
持
支
援
制
御
装
置

・
ふ
ら
つ
き
注
意
喚
起
装
置

□
申
請
方
法
　
安
全
安
心
課
交
通
防

犯
係
（
２
階
17
番
窓
口
）
へ
直
接

申
し
込
む

□
申
請
期
限
　
３
月
29
日
㈮

□
持
参
す
る
物

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

町民の皆さまへ

　３月11日には、未曾有の被

害をもたらした東日本大震災

から８年が経過します。

　当日は、文仁親王同妃両殿

下ご臨席のもと政府主催によ

る追悼式の開催が予定され

ております。

　本町といたしましても、式

当日に町関係施設において半

旗の掲揚を行い、町民皆さま

とともに追悼の意を表したい

と存じますので、地震発生時

刻の午後２時46分から１分間

の黙とうを捧げられますよう

お願い申し上げます。

　大泉町長　村山俊明

・
自
動
車
の
売
買
契
約
書
の
写
し

・
自
動
車
検
査
証
の
写
し

・
自
動
車
販
売
店
が
作
成
し
た
先
進

安
全
自
動
車
販
売
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
補
助
対
象

者
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
町
税
等

調
査
閲
覧
同
意
書

※
申
請
書
類
は
安
全
安
心
課
窓
口
で

配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.

g
u
n
m
a.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
転
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
人
を
対
象
に
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課

交
通
防
犯
係
（
内
線
８
４
２
）
へ
。

な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
61
・
０

５
０
０
（
有
料
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

②
大
泉
町
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

　

大
泉
町
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
へ
メ
ー
ル
を
配
信

し
ま
す
。

・
配
信
内
容
…
大
泉
町
役
場
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す
。
こ
れ
は
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す

※
国
か
ら
の
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
配
信
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課
危
機

管
理
係
（
内
線
８
４
１
）
へ
。
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第
４
回
伝
統
芸
能
ま
つ
り

生
涯
学
習
課

　

町
で
は
、
町
指
定
重
要
無
形
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
「
仙
石
さ
さ
ら

舞
」
や
「
吉
田
西
里
神
楽
」
を
中
心

に
地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
を
披
露

し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
９
日
㈯

□
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
終

了
予
定
（
午
後
１
時
開
場
）

□
場
所　

文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
（
朝

日
５
の
24
の
１
）

□
出
演
団
体
　
仙
石
さ
さ
ら
保
存
会
、

吉
田
西
里
神
楽
保
存
会
（
以
上
大

泉
町
）
、
休
泊
チ
ン
ド
ン
ク
ラ
ブ

（
太
田
市
）
、
足
利
市
八
木
節
連
合

会
（
足
利
市
）
、
下
中
条
獅
子
舞

保
存
会
（
行
田
市
）

□
費
用
　
無
料
（
入
退
場
自
由
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
係
（
内
線
６
３
１
）

へ
。人

権
擁
護
委
員
が

再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

住
民
課

　

野の

む

ら村
王き

み

お男
氏
（
中
央
１
の
16
の
１

☎
63
・
０
４
１
６
）
が
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
、
１
月
１
日
付
け
で
法

務
大
臣
か
ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
人
権
問
題
や

日
常
生
活
上
の
問
題
で
お
困
り
の
人

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
は
、

次
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

・
金か

な

い井　

健
た
け
し

氏
（
北
小
泉
１
の
９
の

34　

☎
63
・
２
２
０
１
）

・
川か

わ

し

ま島
千ち

え

こ

枝
子
氏
（
吉
田
１
４
８
８

の
18　

☎
62
・
４
３
６
０
）

・
森も

り　

智ち

え

み

恵
美
氏
（
坂
田
６
の
１
の

５　

☎
63
・
６
６
２
２
）

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
相
談
係
（
内

線
５
９
４
）
へ
。

広
報
ク
イ
ズ
に

ご
応
募
く
だ
さ
い

広
報
情
報
課

　

抽
選
で
町
の
商
品
券
が
20
人
に
当

た
る
「
広
報
ク
イ
ズ
」
に
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
今
月
号
は
23
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

□
応
募
方
法
　
ク
イ
ズ
の
答
え
・
住

所
・
氏
名
・
行
政
区
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
次
の
方
法
で

応
募
す
る

・
は
が
き
…
広
報
情
報
課
広
報
広
聴

係
（
〒
370
０
５
９
５　

日
の
出
55

の
１
）
へ
郵
送
す
る

・
Ｅ
メ
ー
ル
…quiz-kouhou@

tow
n.

oizum
i.gunm

a.jp

へ
送
信
す
る

お

知

ら

せ

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

か
ざ
し
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応

募
す
る

□
応
募
期
限
　
２
月
28
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
広
報
情
報
課
広
報
広

聴
係
（
内
線
２
８
１
）
へ
。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
変
更
・

廃
車
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

税
務
課

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

に
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
変

更
・
廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
、
そ
の
年
１
年
分
の
税

金
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
が
町
外
へ
転
出
し
た
と
き

は
、
転
出
先
で
の
変
更
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
下
取
り
に
出
し
た
場
合
や

他
人
に
譲
っ
た
場
合
な
ど
で
所
有
者

が
変
わ
っ
た
と
き
は
名
義
変
更
、
解

体
処
分
な
ど
で
廃
棄
し
た
と
き
は
廃

車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
先
は
車
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
各
手
続
き
先
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
手
続
先

・
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以

下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
…

税
務
課
（
１
階
８
番
窓
口
）

・
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
も

　インフルエンザが流行しています。

小さいお子さんや妊娠中の人、高齢

者などは特に注意が必要です。イン

フルエンザを予防するためには次の

点にご注意ください。

・外出後の手洗いうがい

・咳・くしゃみが出るときはマスク

を着用する

・適度な湿度の保持

・十分な休養とバランスのとれた栄

養摂取

・人混みへの外出を控える

※詳しくは、健康づくり課（☎62・

2121）へ。

インフルエンザに

注意しましょう

の
）
…
群
馬
運
輸
支
局
（
☎
０
５

０
・
５
５
４
０
・
２
０
２
１
）

・
軽
自
動
車
（
６
６
０
㏄
以
下
）
…

軽
自
動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務
所

（
☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
３
１

０
９
）

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
町
民
税
・
諸

税
係
（
内
線
５
７
５
）
へ
。

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
の
た
め
の

各
種
補
助
金
制
度

環
境
整
備
課

　

町
に
は
、
地
球
温
暖
化
の
最
大
の

原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

の
排
出
量
を
削
減
し
、
環
境
保
全
を

目
的
と
し
た
各
種
補
助
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
各
種
補
助
金
制
度

は
町
税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
時
に
滞
納
が
あ
る

と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

︻
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
整
備
事
業
費
補
助
金
︼

□
補
助
対
象

・
自
ら
居
住
す
る
町
内
の
住
宅
に
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人

・
町
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
付
き
の
住
宅
を
購
入

し
た
人

□
補
助
金
額
　
４
万
円
に
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力
を

乗
じ
た
額
と
し
、
上
限
額
16
万
円

︻
太
陽
熱
利
用
温
水
器
等
設
置
費
補

助
金
︼

□
補
助
対
象
　
自
ら
居
住
す
る
町
内

の
住
宅
に
設
置
し
た
人

□
補
助
金
額
　
本
体
価
格
の
19
％
の

額
と
し
、
上
限
額
３
万
５
０
０
０

円

︻
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
補
助
金
︼

□
補
助
対
象
　
町
内
店
舗
で
購
入
し
、

町
内
で
使
用
す
る
人

□
補
助
金
額

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
な
ど
…
購
入
額
の

50
％
（
上
限
額
２
０
０
０
円
）

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
…
購
入
額

の
50
％
（
上
限
額
２
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
環
境
整
備
課
環
境
係

（
内
線
５
６
１
）
へ
。

各
種
奨
励
金

経
済
振
興
課

　

町
で
は
、
各
種
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
主
は

必
要
書
類
を
添
え
て
経
済
振
興
課
商

工
振
興
係
（
１
階
３
番
窓
口
）
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
大
泉
町
女
性
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
奨

励
金
︼

　

雇
用
す
る
女
性
労
働
者
に
ビ
ジ
ネ

ス
ラ
イ
フ
に
関
す
る
機
会
を
提
供
し

た
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
主

に
対
す
る
奨
励
金
で
す
。

□
対
象
　
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、

か
つ
、
雇
用
保
険
法
に
定
め
る

適
用
事
業
所
登
録
を
公
共
職
業

安
定
所
で
行
い
、
労
働
関
係
帳

簿
を
整
備
・
保
管
し
、
町
税
の

滞
納
が
な
く
、
次
の
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
女
性
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
主

①
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

②
有
期
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
に
雇
用

形
態
が
変
更
さ
れ
た
人
で
、
変
更

後
６
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
た
人

③
雇
用
形
態
変
更
に
伴
い
、
基
本
給

が
５
％
以
上
昇
給
し
た
人

④
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
で
あ

る
人

□
奨
励
金
額
　
女
性
労
働
者
１
人
に

つ
き
10
万
円
（
１
事
業
主
当
た
り

年
額
50
万
円
を
上
限
）

□
申
請
期
限
　
対
象
労
働
者
を
有
期

雇
用
か
ら
正
規
雇
用
に
変
更
し
よ

う
と
す
る
日
の
30
日
前
ま
で
に
申

請
す
る

︻
大
泉
町
雇
用
奨
励
金
︼

　

町
民
を
新
た
に
正
社
員
と
し
て
雇

用
し
た
町
内
の
事
業
所
に
対
す
る
奨

励
金
で
す
。

□
対
象
　
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、

か
つ
、
雇
用
保
険
法
に
定
め
る
適

用
事
業
所
登
録
を
公
共
職
業
安
定

所
で
行
い
、
労
働
関
係
帳
簿
を
整

備
・
保
管
し
、町
税
の
滞
納
が
な
く
、

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
従

業
員
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

①
新
た
に
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ

た
日
ま
た
は
雇
用
さ
れ
た
日
よ
り

30
日
以
内
に
町
内
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人
②
新
た
に
正
社
員
と
し
て
１
年
以
上

継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
人

③
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
で
あ

る
人

□
奨
励
金
額
　
従
業
員
１
人
に
つ
き

10
万
円
、
障
害
者
は
１
人
に
つ
き

15
万
円
（
毎
年
度
１
事
業
者
に
つ

き
１
０
０
人
分
を
上
限
）

□
申
請
期
限
　
新
た
に
正
社
員
と
し

て
雇
用
し
た
日
か
ら
の
30
日
以
内

に
申
請
す
る

※
申
請
書
は
、
経
済
振
興
課
窓
口
で

配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ( h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.

g
u
n
m
a.jp
/)

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
経
済
振
興
課
商
工
振
興
係

（
内
線
５
５
２
）
へ
。



広報おおいずみ　Ｈ３１. ２.１０　Vol.８９０ 広報おおいずみ　Ｈ３１. ２.１０　Vol.８９０ 1617

0276-63-3111

https://www.town.oizumi.gunma.jp/

大泉町役場
くらしの情報

nfomation oizumi

・
２
年
前
納
…
４
月
か
ら
翌
々
年
３

月
分
、
１
回
の
納
付
に
つ
き
１
万

５
６
５
０
円
の
割
引

・
１
年
前
納
…
４
月
か
ら
翌
年
３
月

分
、
１
回
の
納
付
に
つ
き
４
１
１

０
円
の
割
引

・
６
か
月
前
納
…
４
月
か
ら
９
月

分
・
10
月
か
ら
翌
年
３
月
分
、
１

回
の
納
付
に
つ
き
１
１
１
０
円
の

割
引

・
当
月
末
振
替
…
早
割
（
本
来
の
納

付
期
限
よ
り
も
１
か
月
早
く
口
座

か
ら
振
替
を
行
う
も
の
）
、
１
回

の
納
付
に
つ
き
50
円
の
割
引

□
申
請
方
法
　
住
民
課
住
民
係
、
預

金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
含
む
）
、
太
田
年

金
事
務
所
へ
直
接
ま
た
は
日
本
年

金
機
構
（
〒
370
８
７
９
０
高
崎
市

宮
元
町
２
１
２
）
へ
郵
送
で
申
し

込
む

□
申
請
書
類
　
申
請
書
は
住
民
課

窓
口
ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所
窓

口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
ttp
s://

w
w
w
.n
en
kin
.g
o
.jp
/)

か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

□
申
請
期
限
　
２
月
28
日
㈭
（
当
月

末
振
替
（
早
割
）
は
通
年
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

□
持
参
す
る
物
　
国
民
年
金
保
険

料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出

書
、
本
人
確
認
書
類
、
預
金
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
、
年
金
手
帳

※
申
請
期
限
間
際
の
場
合
、
郵
送
の

関
係
上
、
住
民
課
窓
口
で
は
手
続
き

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
太
田
年
金
事
務
所
（
☎
49
・

３
７
１
６
）
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・

０
０
４
）
ま
た
は
、
住
民
課
住
民
係

（
内
線
５
３
２
）
へ
。

【広告】 【広告】

 

児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

各
児
童
館

　

各
児
童
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
東
児
童
館

︻
ひ
な
ま
つ
り
︼

　

上
州
大
泉
住
吉
ひ
ょ
っ
と
こ
社
中

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
舞
、
職
員
・
学

童
に
よ
る
出
し
物
で
ひ
な
ま
つ
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
、
地
域

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
お
招
き
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
２
日
㈯

□
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
西
児
童
館

︻
ひ
な
ま
つ
り
︼

　

高
崎
健
康
福
祉
大
学
の
和
太
鼓
、

親
子
教
室
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
出
し
物
な
ど
で
ひ
な
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
、
地

域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
２
日
㈯

□
時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

︻
じ
ゃ
が
い
も
種
植
え
︼

□
期
日
　
３
月
18
日
㈪
（
雨
天
の
場

合
は
３
月
19
日
㈫
以
降
に
順
延
）

□
時
間
　
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
南
児
童
館

︻
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
︼

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ど
ら
焼
き
づ
く
り
に

挑
戦
！　

作
っ
た
後
は
お
い
し
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
２
月
18
日
㈪

□
時
間
　
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

□
対
象
　
小
学
生

︻
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
で
あ

そ
ぼ
う
︼

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
積
み

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
２
月
25
日
㈪

□
時
間
　
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30

分
□
対
象
　
小
学
生

︻
ひ
な
ま
つ
り
︼

　

子
ど
も
た
ち
の
発
表
や
会
食
な
ど

で
ひ
な
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
、
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

□
期
日　

３
月
２
日
㈯

□
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

︻
じ
ゃ
が
い
も
の
種
植
え
︼

□
期
日　

３
月
13
日
㈬

□
時
間　

午
後
３
時
30
分
〜

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
北
児
童
館

︻
ひ
な
ま
つ
り
︼

　

町
立
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
、
ゲ
ー
ム
、
歌
、
ひ
な
あ
ら
れ

や
草
餅
を
食
べ
て
ひ
な
ま
つ
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
、
地
域
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

お
招
き
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
２
日
㈯

□
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

︻
じ
ゃ
が
い
も
の
種
植
え
︼

□
期
日
　
３
月
６
日
㈬
（
雨
天
の
場

合
は
、
３
月
14
日
㈭
に
延
期
）

□
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

□
持
参
す
る
物
　
タ
オ
ル

︻
手
話
で
話
そ
う
︼

　

手
話
に
つ
い
て
知
り
、
歌
を
う

た
っ
た
り
、
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
３
月
13
日
㈬

□
時
間
　
午
後
３
時
30
分
〜

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
東
児
童
館
…
☎
62
・
０
１
３
３

・
西
児
童
館
…
☎
62
・
４
６
８
９

・
南
児
童
館
…
☎
63
・
１
７
２
１

・
北
児
童
館
…
☎
63
・
３
８
２
０

産
前
産
後
の

免
除
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

太
田
年
金
事
務
所

　

４
月
１
日
よ
り
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

（
産
前
産
後
）
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
月
の
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
出
産
と
は
、

妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
を
い
い
、

死
産
・
流
産
・
早
産
し
た
人
を
含
み

ま
す
。

□
対
象　

出
産
日
が
２
月
１
日
以
降

の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

□
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
添
え
て

住
民
課
住
民
係
へ
直
接
申
請
す
る

□
申
請
期
間
　
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
（
４
月
１
日
以
降
提
出

可
能
）

□
持
参
す
る
物

・
出
産
前
…
母
子
健
康
手
帳
な
ど

・
出
産
後
…
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、

ま
た
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の

場
合
は
出
生
証
明
書
な
ど
出
産
日

お
よ
び
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
書
類

□
注
意
事
項
　
産
前
産
後
期
間
は
付

加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
太
田
年
金
事
務
所
（
☎

49
・
３
７
１
６
）、
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・

０
０
４
）
ま
た
は
、
住
民
課
住
民
係

（
内
線
５
３
２
）
へ
。

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度

太
田
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度
と
は
、

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
ま

と
め
て
前
払
い
す
る
と
保
険
料
が
割

引
と
な
る
制
度
で
す
。

□
種
類
と
割
引
額
（
平
成
30
年
度
参
照
）

　町では、福島県鏡石町へ東日本大震災の被災地の業

務支援として平成24年４月から平成26年３月までの２

年間、職員を派遣していました。また、平成25年７月

には「災害時における相互応援協定」を締結しました。

これは、災害時に応援物資の提供や避難住民の受け入

れなどについて、相互に応援協力を行うものです。今

号は、特別企画「鏡石町産特別栽培米コシヒカリ　牧

場のしずくプレゼント」として、クイズを出題します。

全問正解した人の中から抽選で、鏡石町の特産品のお

米５㎏を10人にプレゼントします。

【問題】

①鏡石町は〇県

　Ⓐ宮城県 Ⓑ山形県 Ⓒ福島県

②鏡石町産特別栽培米「〇のしずく」

　Ⓐ牧場 Ⓑ農場 Ⓒ水田

③当選者数

　Ⓐ５人 Ⓑ10人 Ⓒ15人

□対象　町内在住でプレゼントを役場に取りに来られ

る人

□応募方法　郵便はがきにクイズの答え（例①－Ａ）、

住所、行政区、氏名、年齢、電話番号を明記して応

募する

□応募先　〒370－0595　日の出55－１　大泉町役場

広報情報課「鏡石町のお米プレゼント」係

□応募期限　２月22日㈮（当日消印有効）

※当選者には別途連絡しますので、必ず電話番号を明

記してください。詳しくは、広報情報課広報広聴係（内

線281）へ。

鏡石町産特別栽培米コシヒカリ

牧
ま き ば

場のしずくプレゼント
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【広告】 【広告】

。
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示
会
／

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

太
田
市
消
防
本
部

︻
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示
会
︼

　

大
泉
町
・
太
田
市
内
の
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

入
選
し
た
作
品
を
展
示
す
る
「
防
火

ポ
ス
タ
ー
展
示
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

□
期
間
　
２
月
22
日
㈮
〜
３
月
７
日

㈭
□
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
店

（
太
田
市
石
原
町
81
）

︻
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
︼

　

３
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で
の

一
週
間
は
「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ

フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
」
を
統

一
防
火
標
語
に
掲
げ
、
春
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
昨
年
、
太
田
市
消
防
本
部
管
内

で
は
74
件
も
の
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空

気
が
乾
燥
し
て
風
の
強
い
日
が
多
く

【広告】

な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
33
・
０
２
０
２
）
へ
。

お
お
い
ず
み

市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

28
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運

営
を
行
う
「
第
１
回
お
お
い
ず
み
市

民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

〜
ひ
ろ
が

り　

つ
な
が
れ　

地
域
の
輪
（
和
）〜
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
３
日
㈰

□
時
間
　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
２

時
30
分

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル
棟

２
階
（
朝
日
５
の
24
の
１
）

□
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
…
音
楽
・
芸
能
慰

問
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動

発
表

・
ブ
ー
ス
展
示
…
活
動
内
容
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
示

・
多
文
化
体
験
…
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

文
化
を
体
験

・
物
品
販
売
…
手
芸
品
の
販
売

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
工
作
、
遊
び
、

読
み
聞
か
せ
、
手
話
、
点
字
な
ど

の
体
験

□
申
込
方
法　

当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用　

無
料

※
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
63
・
２
２
９
４
）
へ
。

電
気
の
上
手
な
使
い
方

推
進
月
間

関
東
電
気
保
安
協
会

　

毎
年
２
月
１
日
か
ら
28
日
は
「
電

気
の
上
手
な
使
い
方
推
進
月
間
」
で

す
。
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
使
用
し
て

熱
を
逃
げ
に
く
く
し
た
り
、
室
温
を

20
℃
に
設
定
す
る
な
ど
し
て
、
省
エ

ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
関
東
電
気
保
安
協
会

（
☎
46
・
８
３
３
３
）
へ
。

さ
け
の
稚
魚
一
斉
放
流

大
泉
町
民
懇
話
会

　

大
泉
町
民
懇
話
会
で
は
、
昨
年
12

月
に
さ
け
の
受
精
卵
を
配
布
し
、
各

家
庭
な
ど
で
育
て
て
い
た
だ
き
、
ふ

化
し
た
さ
け
の
稚
魚
を
一
斉
に
放
流

し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
３
日
㈰

□
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
（
雨
天

決
行
）

□
場
所
　
利
根
川
埼
玉
県
側
の
刀
水

橋
東
側

※
詳
し
く
は
、
大
泉
町
民
懇
話
会

（
☎
61
・
９
９
２
６
）
へ
。

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害

７
０
０
Ｍ
Ｈｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

携
帯
電
話
事
業
者
が
新
し
い
電

波
帯
で
あ
る
７
０
０
Ｍ
㎐
帯
の
利

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
近

い
周
波
数
を
利
用
し
て
い
る
テ
レ

ビ
放
送
の
一
部
で
受
信
障
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
は

７
０
０
Ｍ
㎐
利
用
推
進
協
会
（
㈱

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
・

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
㈱
・
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
㈱
の
４
社
で
設
立
）
か
ら

チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
、
「
テ
レ
ビ
受

信
障
害
対
策
員
証
」
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
訪
問
し
、
電
波
障
害
を

防
止
す
る
た
め
の
対
策
工
事
を
無

料
で
実
施
し
ま
す
。
作
業
員
が
費

用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
不
審
に
思
っ
た
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
７
０
０
Ｍ
㎐
テ
レ

ビ
受
信
障
害
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
２
０
・
７
０
０
・
０
１
２
）
へ
。

募　

集

教
室
・
講
座

お
仕
事
相
談
パ
ー
ク
お
お
た
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
太
田

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
太
田
で
は
、
若
者
や

子
育
て
女
性
な
ど
の
職
業
相
談
を
専

門
に
行
う
「
お
仕
事
相
談
パ
ー
ク
お

お
た
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
職
業

相
談
の
ほ
か
求
人
情
報
の
提
供
、
応

募
書
類
の
作
成
支
援
、
面
接
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
各
種
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
場
所
　
太
田
市
役
所
２
階
（
太
田

市
浜
町
２
の
35
）

□
利
用
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
ま

で
「
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
で
安
全

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
も
配
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
子
育
て
女
性
な
ど
も
子

連
れ
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
お
仕
事
相
談
パ
ー
ク
お
お
た
（
☎

30
・
１
５
１
５
）
へ
。

自
衛
官
候
補
生

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す
。

□
試
験
日
　
３
月
９
日
㈯

□
試
験
場
所
　
新
町
駐
屯
地
（
高
崎

市
新
町
１
０
８
０
）

□
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

※
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.m
o
d
.

g
o
.jp
/p
co
/g
u
n
m
a/

）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
衛

隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所

（
☎
45
・
５
５
６
３
）
へ
。

定
時
制
課
程
選
抜

県
立
館
林
高
等
学
校

　

県
立
館
林
高
等
学
校
で
は
、
定
時

制
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
試
験
日
　
３
月
７
日
㈭

□
試
験
内
容
　
学
力
検
査
・
作
文
・

面
接

□
願
書
受
付
期
間
　
２
月
27
日
㈬
〜

28
日
㈭　

正
午
ま
で

※
県
立
館
林
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.tateko

-h
s.g
sn
.

ed
.jp
/teiji/teijiseito

p
.h
tm

）
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
立
館
林
高
等
学
校
（
☎
72
・
４
３

０
７
）
へ
。

■昨年の様子
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今日も
全力投球！

村山町
長の

村山町
長

くらしの情報
nfomation oizumi

□
場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
柴し

ば

た田
信の

ぶ

よ

し義
氏
（
柴
田
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ
電

話
で
申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
☎

62
・
２
１
２
１
）
へ
。

服
薬
に
関
す
る
講
座

国
民
健
康
保
険
課

　

町
で
は
、
服
薬
に
関
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
薬
が
多
く
て
困
っ
て

い
る
、
副
作
用
が
心
配
と
い
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
薬
を
正
し
く

安
全
に
使
用
し
、
自
身
の
健
康
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
３
月
２
日
㈯

□
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

□
場
所
　
町
公
民
館
大
会
議
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
講
師
　
脇わ

き

た田
邦く

に

ゆ

き之
氏
（
薬
剤
師
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

□
定
員
　
30
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
民
健
康
保
険
課

（
１
階
２
番
窓
口
）
へ
直
接
ま

た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.o
izu
m
i.

g
u
n
m
a.jp
/

）
か
ら
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
課

（
内
線
５
４
２
）
へ
。

救
命
講
習

太
田
市
消
防
本
部

　

心
肺
蘇そ

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
17
日
㈰

□
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
５
階

（
太
田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生

以
上
）

□
定
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法　

太
田
市
消
防
本
部
警

防
課
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用　

無
料

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部
警

防
課
（
☎
33
・
０
２
０
３
）
へ
。

口
腔
ケ
ア
教
室

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

　

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
で
は
、「
口

腔
ケ
ア
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
食

べ
る
機
能
で
あ
る
摂
食
・
嚥え

ん

げ下
の
基

礎
知
識
、
必
要
な
口
腔
ケ
ア
を
学
び

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。
当

日
は
試
供
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
２
日
㈯

□
時
間
　
午
後
３
時
〜
５
時

□
場
所
　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
６
２

２
の
１
）

□
内
容

・
歯
や
口
の
病
気
を
予
防
す
る
効
果

的
な
セ
ル
フ
ケ
ア

・
口
腔
機
能
低
下
症
の
検
査
と
予
防

法
に
つ
い
て

□
講
師
　
尾お

ざ

き崎
研け

ん

い

ち

ろ

う

一
郎
氏
（
足
利
赤

十
字
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
歯
科
医
師
）
、
合あ

い

ば場
千ち

か

こ

佳
子
氏

（
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期
大
学

教
授
）

□
対
象
　
館
林
市
邑
楽
郡
内
在
住
の

人
□
定
員
　
40
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込

む
□
申
込
開
始
日
　
２
月
12
日
㈫　

午

前
９
時
〜

※
詳
し
く
は
、
館
林
邑
楽
歯
科
医
師

会
（
☎
73
・
８
８
１
８
）
へ
。

精
神
保
健
研
修
会

館
林
邑
楽
精
神
障
が
い
者
家
族
会

　

館
林
邑
楽
精
神
障
が
い
者
家
族

会
・
た
け
の
こ
会
で
は
、
「
病
気
を

抱
え
て
息
子
と
と
も
に
楽
し
く
生
き

る
」
を
テ
ー
マ
に
精
神
保
健
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
20
日
㈬

□
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
□
場
所
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
２

階
大
会
議
室
（
館
林
市
大
街
道
１

の
２
の
25
）

□
講
師
　
諸も

ろ

た田
恭き

ょ

う

こ子
氏
（
の
び
る
家

族
会
）

□
定
員
　
60
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
館
林
邑
楽
精
神
障
が

い
者
家
族
会
・
た
け
の
こ
会
へ
電

話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
館
林
邑
楽
精
神
障
が

い
者
家
族
会
・
た
け
の
こ
会
（
若
草

作
業
所
内　

☎
72
・
７
１
５
９
）
へ
。

月
釜
（
お
茶
会
）
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

広
翠
会

　

広
翠
会
で
は
、
月
釜
（
お
茶
会
）

を
開
催
し
ま
す
。
お
い
し
い
お
茶
菓

子
を
楽
し
み
な
が
ら
「
お
茶
」
の
文

化
・
歴
史
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
期
日
　
３
月
２
日
㈯

□
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

□
場
所
　
文
化
む
ら
茶
室
棟
（
朝
日

５
の
24
の
１
）

□
定
員
　
30
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
５
０
０
円
（
茶
券
と
し
て
）

※
こ
の
事
業
は
平
成
30
年
度
元
気
な

地
域
支
援
事
業
補
助
金
制
度
の
対
象

事
業
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
多
文
化
協
働

課
（
内
線
２
６
２
）
へ
。
月
釜
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
広
翠
会
・
川
島
さ

ん
（
☎
62
・
４
３
６
０
）
へ
。

日
本
文
化
き
も
の
体
験
教
室

花
帯
の
会

　

花は

な

お

び帯
の
会
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
着
物
の
魅
力
を
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
「
日
本
文

化
き
も
の
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
華
や
か
な
着
物
を
着
て
記
念
撮

影
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
期
日
　
３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

□
時
間

・
午
前
の
部
…
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
24
の
１
）

□
内
容
　
振
袖
な
ど
の
着
付
け
体
験

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

□
定
員
　
各
回
男
性
５
人
、
女
性
10

人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
花
帯
の
会
・
井
野
悦

子
さ
ん
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
カ
メ
ラ

□
服
装

・
男
性
…
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

・
女
性
…
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

□
費
用　

着
物
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
な
ど
。

当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

・
男
性
…
５
０
０
円

・
女
性
…
１
０
０
０
円

※
こ
の
事
業
は
平
成
30
年
度
元
気
な

地
域
支
援
事
業
補
助
金
制
度
の
対
象

事
業
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
多
文
化
協
働

課
（
内
線
２
６
２
）
へ
。
日
本
文
化

き
も
の
体
験
教
室
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
花
帯
の
会
・
井
野
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
９
３
９
９
・
７
２
２
２
）
へ
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

健
康
づ
く
り
課

　

町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題
に

つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を
対
象

に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別
の
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
28
日
㈭

□
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

相　

談

ご
厚
意
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

□
福
祉
基
金

・
２
万
３
３
２
９
円

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
第
17
団

□
財
政
調
整
基
金

・
10
万
円 

　

神
谷
広
一

教
室
・
講
座

　「村山町長の今日も全力投球！」のページ

では、日々の業務や活動などを抜粋してお

伝えします。また、町ホームページ（https://

www.town.oizumi.gunma.jp/）でも、随時更新

していますので、皆さんぜひご覧ください。

※詳しくは、秘書課（内線852）へ。

　１月７日、交通指導員初招集を行いました。

交通指導員の皆さんには、日ごろの活動に

感謝するとともに、今後も大泉町から交通

事故が１件でも減少するよう、交通安全指

導をお願いしたいと思います。

　１月25日の大泉町農業情報交換会では、県

立大泉高等学校などの取り組みの発表やそ

の後の情報交換で、さまざまなお話を伺いま

した。今後も、地域の特性を生かした商品開

発につながるよう、産官学連携を推進します。

　１月29日、外国人集住都市会議おおた

2018に出席しました。国や基礎自治体、企

業が責任を分担し、連携して外国人住民が

地域の一員として活躍できる多文化共生社

会の実現に向けた提言を行いました。
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広報クイズ

町商品券が20人に当たる

ご応募お待ちしています

　３つの答えの中から正しいものを選んでお送りくだ

さい。応募した人の中から抽選で20人に500円分の

大泉スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

今月の問題（☞ヒント）

①情報伝達訓練実施日（☞13ページ）

  ２月10日  ２月15日  ２月20日

②伝統〇まつり（☞14ページ）

  芸能  舞踊  神事

③〇に挑戦（☞16ページ）

  キャンピング  ダンシング  クッキング

④〇の稚魚一斉放流（☞18ページ）

  まぐろ  さけ  なまず

⑤〇に関する講座（☞20ページ）

  服薬  副作用  投薬　

☆あなたの「お花見のエピソード」を教えてくだ

さい（お答えの中から、広報おおいずみに掲載

させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につきどちらか１通まで）

□必要事項　クイズの答え（例：①－ ）、住所、行政区、

氏名、年齢、電話番号

□応募期限　２月28日㈭

□応募先

※町政などに関するご意見要望がありましたら書き添

えてお送りください。楽しい情報や文芸、イラスト、

各種作品も大歓迎！（匿名を希望する人は「匿名希

望」と明記してください）

□１月号の正解

　①－ 　②－ 　③－ 　④－ 　⑤－ 

□応募総数　102通で正解は101通でした

□当選者（敬称略）

〒370‐0595

大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

今回紹介する手話は、「楽しい」です。この

手話は「楽しかったです」とお礼を言うとき

にも使用することができます。今回紹介し

た手話は町ホームページ（https://www.town.

oizumi.gunma.jp/）でもご覧いただけます。

※詳しくは、福祉課障害福祉係（☎62・

2121）へ。

 

－ 
楽
し
い 

－

今
月
の
ひ
と
こ
と

２月３日の手話体験イベントには参加しましたか。

これからも手話を楽しく学んでいきましょう。

館林市聴覚障害者福祉協会会員

栗原和子さん

携帯電話やスマートフォンでＱＲコード

を読み取ると、動画でご覧いただけます。

　
　
部
屋
を
き
れ
い
に

　

い
つ
も
部
屋
を
き
れ
い
に
し
て

お
く
こ
と
。余
裕
が
あ
る
時
に
は
、

部
屋
に
お
花
を
か
ざ
る
と
Ｈ
ａ
ｐ

ｐ
ｙ
な
気
分
に
な
れ
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
新
米
マ
マ

　
　

笑
う
こ
と

　

私
の
福
の
呼
び
込
み
方
は
、
ず

ば
り
笑
う
こ
と
で
す
。
家
族
と
一

緒
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
笑
う

と
、
疲
れ
も
嫌
な
こ
と
も
吹
っ
飛

ん
で
い
き
ま
す
！　

皆
さ
ん
も
一

日
一
笑
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ｈ
・
ｔ

　
　
福
は
内
だ
け
！

　

我
が
家
は
、
毎
年
、
節
分
の
時

は
、「
ふ
く
わ
う
ち
」
し
か
言
い
ま

せ
ん
。「
鬼
は
外
」
は
、我
が
家
に
は
、

い
な
い
の
で
す
、
色
々
と
あ
っ
て

も
負
け
ず
に
頑
張
る
事
で
す
。
一

番
苦
労
し
た
人
は
必
ず
幸
福
に
な

り
ま
す
。
い
つ
も
、「
笑
顔
」
で
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
四
人
の
息
子
の
母
で
す

　
　

大
声
で
！

　

家
族
・
親
族
の
「
健
康
第
一
・

良
運
」
を
祈
っ
て
〝
福
は
内
ー
！
〟

と
大
声
で
福
を
呼
び
込
み
ま
～
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
○

　
　
楽
し
く
過
ご
せ
ば
…

　　

お
い
し
い
物
食
べ
た
り
、
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
し
た
り
、
好
き
な
テ

レ
ビ
番
組
見
た
り
し
て
、
楽
し
く

過
ご
せ
ば
自
然
と
福
は
や
っ
て
く

る
！　

と
願
っ
て
い
ま
す
。匿

名
希
望

　
　
整
理
整
頓

　

と
に
か
く
掃
除
や
整
理
整
頓
で

す
。
め
で
た
い
神
様
も
き
っ
た
な

い
場
所
に
は
来
た
く
な
か
ろ
う
、

と
思
い
ま
す
の
で
身
の
回
り
は
常

に
整
理
整
頓
し
て
、
い
つ
で
も
神

様
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
で
も
今
ま
で
来
て
く
れ
た

事
が
な
い
ん
で
す
が
、
い
つ
ご
ろ

来
て
い
た
だ
け
ま
す
か
ね
…
？

Ｐ
・
Ｎ
　
に
く
ま
る

　
　
幸
せ
な
気
持
ち
に
…

　

い
つ
も
優
し
い
笑
顔
の
人
、
常

に
向
上
心
を
持
っ
て
努
力
を
し
て

い
る
人
、
プ
ラ
ス
思
考
に
捉
え
る

人
、一
日
一
善
を
心
が
け
て
い
る
人
、

欲
を
か
か
な
い
人
、
そ
う
い
う
人

を
見
て
い
る
だ
け
で
、
私
自
身
福

を
頂
い
た
よ
う
な
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
帰
っ
て
来
た
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト

������
皆さんからのご意見・ご質問

お待ちしています

〒３７０-０５９５
 大泉町役場　広報情報課宛

６３・３１１１
kouhou@town.oizumi.gunma.jp

２月は節分！
あなたの「福の呼び込み方」を

教えてください

限りある資源を大切にしましょう！

※詳しくは、環境整備課環境係（内線562）へ。

両手を胸の正面で交互に上下に動かす。

　飲食用のアルミ缶・スチール缶を捨てるときは中身を空

にして軽く水洗いし、「資源ごみ」の日に緑色の収集容器に

入れて捨ててください。

○注意事項

・必ず中身を空にしてください

・たばこを缶の中に入れないでください

・汚れが落ちないものや飲食用の缶以外は、中身を空にして

透明・半透明の袋に入れ、「燃えないごみ」に出してください

横 田　 明（１区）渡辺美子（３区）小川里恵（14区）

新 井 由 佳（15区）安藤陽和（15区）石原功大（15区）

宋　 彩 虹（15区）福田圭寿（15区）藤橋恵子（15区）

宮 坂 藤 子（18区）高 橋　 巧（19区）松澤八千代（20区）

大野廣司（22区）鳥山真弓（22区）川島政子（23区）

小 林　 勇（23区）鹿沼晴希（27区）小松秀子（27区）

三 田 光 代（27区）茂原裕子（28区）

きちんと分別

できていますか？

悦



掲載された写真はご本人とご家族にプレゼント！

広報情報課（内線２８１）までご連絡ください。
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一か月のできごと

新成人の新たな門出を祝福

平成３１年大泉町成人式

　１月13日、文化むらで「平成31年大泉町成人式」

が開催されました。成人としての自覚と責任を考え

る場として行われているこの行事では、華やかな晴

れ着やスーツなどに身を包んだ新成人326人が式典

に出席しました。式典終了後には抽選会が行われ、

抽選結果に一喜一憂したり、旧友との再会を喜んだ

りする姿も見られ、新成人は人生の門出を祝うとと

もに新たな一歩を踏み出しました。

　１月23日、王子インターパック株式会社　東部第一営

業所、タツミ紙工株式会社、株式会社長野紙器、群馬

森紙業株式会社　尾島事業所、株式会社トーモク　館林

工場の５社と「災害時における物資提供等の協力に関

する協定」を締結しました。この協定は、災害が発生

した場合、各事業者が保有する段ボール製品などの物

資を町に提供していただくものです。

災害時に段ボール製品を活用します

段ボール取扱事業者５社と協定を締結しました

窓口利用の利便性向上を図ります

窓口呼出番号表示システムを設置しました

 ２月１日、住民課に窓口呼出番号表示システムを設置

しました。このシステムでは、呼出番号表示モニター

に受付番号を表示するほか、音声でもご案内します。

また、併設された別のモニターにも、町からのお知ら

せや事業所などの広告を表示し、お客様の待ち時間の

快適化や利便性の向上を図ります。

　２月３日、北部公民館で「北部商盛会節分祭」が行

われました。豆のかわりに投げられるのは、景品と交

換できるカラーボール。景品には、洗剤やタオルなど

の日用品や子どもたちが喜ぶノートやメモ帳も用意さ

れ、元気な声を出しながら、ボールに手を伸ばす子ど

もたちの姿が見られました。

豆のかわりはカラーボール！

北部商盛会節分祭

　１月６日、町民体育館を会場に「平成30年度大泉町

子ども会上毛かるた大会」が行われました。毎年恒例

となっているこの大会では、町内各地区の代表が集ま

り会場が熱気に包まれるなか、これまでの練習の成果

を発揮すべく優勝を目指した戦いが繰り広げられまし

た。また、後日開催された郡かるた大会では、大泉町

の代表選手が６部門中４部門で勝ち抜き、郡代表とし

て県大会に出場しました。

真剣な眼差しで札を取り合いました

大泉町子ども会上毛かるた大会

運用開始セレモニーの様子
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町
内
で
夢
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Yell for the future

町
内
で
夢
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な
長
い
手
足

を
生
か
し
、
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ブ
と
い
う
ロ

ケ
ッ
ト
状
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
飛
距

離
を
競
う
「
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
」

と
い
う
競
技
で
全
国
大
会
に
出
場
経

験
が
あ
る
珠
奈
さ
ん
。
ほ
か
に
も
水

泳
や
野
球
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
に
挑
戦
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
体
を
動

か
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
珠
奈
さ
ん
の
将
来
の
夢
は

「
小
児
科
医
」
に
な
る
こ
と
。
き
っ
か

け
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
影
響
と
話
し

ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

り
づ
ら
い
子
ど
も
と
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
、
症
状
の
サ
イ
ン
を
見
抜
き
治

療
す
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
そ
う

で
す
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
人
を
思
い
や
る
こ

と
の
で
き
る
優
し
い
心
を
持
ち
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強

か
っ
た
と
い
う
珠
奈
さ
ん
は
、
小
児
科

医
の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い

う
現
状
の
な
か
で
、「
病
気
を
治
し
て

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
手

助
け
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
　

　
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
だ

け
で
な
く
、
今
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ

か
り
や
ら
な
い
と
将
来
に
つ
な
が
ら

な
い
と
誰
よ
り
も
自
覚
し
て
い
て
、
水

泳
や
野
球
の
練
習
が
あ
っ
て
疲
れ
た

日
で
も
、
宿
題
や
授
業
の
予
習
・
復

習
な
ど
毎
日
の
勉
強
を
欠
か
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
文
武
両
道
を
続
け
、
勉

強
・
運
動
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
が
、

本
人
の
決
意
は
固
く
、
厳
し
い
医
療

の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
に
迷
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
白
衣
に
変
え
て
活
躍
す
る
珠
奈
さ

ん
を
み
ん
な
が
期
待
し
て
い
ま
す
。

大泉町立南小学校の６年生。

好きな科目は、国語で漢字を覚

えることが得意。気分転換に読

書をすることも多い。

クラスでは、毎日を楽しく過ご

せるようみんなをまとめるしっ

かり者。

趣味は、料理が得意な母の影響

で始めたお菓子作り。家族や友

だちといっしょに食べることが

楽しいとニッコリ。

澤さ

わ

だ田

珠じ

ゅ

な奈
さ

ん

︵
12
歳
︶

何事にも向上心をもって挑戦

する姿勢。友だちを思いやる

優しい心。珠奈さんにぴった

りな夢だと思います。笑顔が

素敵な優しい小児科医になっ

てください。応援しています。

担任から応援メッセージ

「わが家の宝」では、町内在住のお子さんを紹介しています。

掲載希望の人は、広報情報課（内線２８１）へ。

パパママから
ひとこと

パパママから
ひとこと

このコーナーでは、さまざま

な大会やコンクールで入賞し

た人や花まるをあげたい人な

どを紹介します。

金
か な や

谷 悠
ゆ う か

花 ・ 舞
ま い か

花ちゃん

（15区・３歳）

渡
わ た な べ

辺 真
し ん げ ん

玄くん

（14区・３歳）

大きな声で歌を歌って、元気

いっぱいな悠花・舞花。

これからも二人仲良く、たくさ

ん食べて元気に遊んで大きく

なってね！

恐竜の映画を見ることや自転車で

遊ぶことが大好きで、姉思いな優

しい真玄。

これからも、明るく元気に男らし

く育ってね！

このコーナーでは、さまざま

な大会やコンクールで入賞し

た人や花まるをあげたい人な

どを紹介します。

　地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）により、地域の現状・課題

について分析し、政策アイデアを募集する「地方創生☆政策アイ

デアコンテスト2018」の高校生・中学生以下の部で優秀賞に輝い

た江本さんと川島さん。大泉町出身で幼稚園からの幼馴染という

二人は、県の観光業の活性化を課題とし、「宿泊施設×ＳＮＳ」とい

う観点から、宿泊施設などへのフィールドワークを行うとともに、

損益分岐点を算出するなどデータを細かく分析したことが、今回

の受賞につながりました。

県
立
太
田
東
高
等
学
校

江え

も

と本

陽は

る

や哉
　
さ
ん

川か

わ

し

ま島

一い

っ

と翔
　
さ
ん
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人
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越
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せ
子
（
30

区
）

薄う

す

ら

い氷
を
割
っ
て
魚
の
い
る
を
み
る

 

　
江
口
典
子
（
30

区
）

〈
い
ず
み
俳
壇
〉

人
日
や
間
を
も
ち
ひ
び
く
神
の
鈴

 

　
林
　
宣
子
（
１
区
）

白は

く

と

う禿
を
侮

あ
な
ど

る
な
か
れ
寒
四
郎

 

　
真
下
忠
男
（
11

区
）

故
郷
の
風
味
加
え
て
節
料
理

 

　
泉
谷
澄
美
（
17

区
）

冬
銀
河
余
生
に
繋
ぐ
夢
一
つ

 

　
青
木
し
ず
子
（
20

区
）

篝
火
に
照
ら
さ
れ
進
む
初
詣
　

 

柴
崎
八
重
子
（
20

区
）

大
堰
の
水
面
に
雪
の
遠
浅
間

 

　
栗
原
　
満
（
22

区
）

徒
食
な
る
吾
も
寿
ぐ
初
日
の
出

 

　
安
田
　
功
（
24

区
）

平
成
の
終
へ
る
参
賀
の
平
和
か
な

 

　
前
嶋
春
生
（
28

区
）

先
生
の
焚
火
の
よ
う
な
褒
め
言
葉

 

　
青
木
京
子
（
30

区
）

湯
た
ん
ぽ
の
赤
子
抱
く
よ
な
夢
ご
こ
ち

 

　
野
口
一
美
（
30

区
）

家
も
木
も
影
絵
と
な
り
て
初
日
の
出

 

　
松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

如
月
の
寒
の
厳
し
さ
辛
い
日
々

　
春
を
懐
に
詰
め
て
温
め
て

 

　
小
林
美
代
子
（
21

区
）

す
べ
て
よ
し
白
衣
の
医
師
に
き
か
さ
れ
て

　
明
る
き
声
の
便
り
入
れ
た
り

 

　
久
保
田
ヒ
ロ
子
（
27

区
）

〈
や
よ
い
短
歌
会
〉

大
化
よ
り
元
号
二
百
四
十
七

　
あ
る
と
知
り
た
り
国
宝
展
示
に

 

　
青
木
登
美
江
（
20

区
）

友
よ
り
の
絵
て
が
み
毎
日
届
き
た
り

　
病
室
に
見
し
今
宝
も
の

 

　
成
島
福
子
（
14

区
）

仕
事
と
は
言
え
ど
リ
ハ
ビ
リ
施
せ
る

　
人
の
や
さ
し
さ
に
心
の
ゆ
ら
ぐ

 

　
山
中
志
津
江
（
17

区
）

「
あ
り
が
と
う
」
家
族
と
友
に
感
謝
す
る

　
今
年
一
年
無
事
に
す
ご
せ
て

 

　
富
田
美
亀
江
（
17

区
）

新
し
き
年
を
迎
え
て
思
う
の
は

　
自
分
の
為
に
「
き
ち
ん
と
生
き
る
」

 

　
前
田
洋
子
（
11

区
）

姿
よ
き
水
仙
選
び
玄
関
に

　
挿
し
て
師
走
の
ひ
と
日
の
終
る

 

　
濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

俳
　
句

短
　
歌

文
芸
作
品
・
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
掲
載
希
望
の
人
は
広

報
情
報
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い

　ちびまる子PN　スティッチPN 　みおりんPN　むったんのおかん。PN

今月のひと皿
Healthy One dish

毎月活動している食生活改善推進員さんが

作った一皿をご紹介します。

●材　料（４人分）

①ウインナーは斜めに切り込みを入れ、半分に切る。

大根・にんじんは５ｍｍ幅のいちょう切り、小ねぎは

斜め切りにする。油揚げは熱湯をかけて油抜きをし、

キッチンペーパーで水気をふいて１㎝幅の短冊切り

にする。

②鍋にだし汁・大根・にんじん・油揚げを入れ、野菜

が柔らかくなったら火を止めてⒶを溶き入れ、牛

乳・ウインナーを加えて火が通るまで煮る。

③器に盛り、小ねぎを添える。

●作り方

牛乳が酒粕の風味を和らげ、子どもも食べやすい粕汁

ウインナーの粕汁牛乳仕立て
料理に牛乳を使うと減塩効果があるため高血圧の予防や、

食後の血糖値の上昇をおだやかにして糖尿病・認知症の予

防にもつながると言われています。たんぱく質が豊富なの

で低栄養予防に役立ちます。エネルギー 250kcal

たんぱく質 12.0ｇ

脂質 16.2ｇ

糖質 9.7ｇ

食物繊維 2.2ｇ

塩分相当量 1.9ｇ

●栄養価（１人分）

なんて

　いうの
かな？

多言語コーナー
大泉町には南米系をはじめとする多くの外国籍

の人が生活しています。

このコーナーでは、身近なコミュニケーション

ツールのひとつとして役立つ簡単な言葉を、日

本語・英語・ポルトガル語で紹介していきます。

今回は日常生活に役立つワンワードです。

日本語 せきが出る

英　語 Have a cough

ポルトガル語 Estou com tosse

せきが出る

今月のOne word

ウインナー………… ８本

大根………………… 140g

にんじん…………… 50g

油揚げ……………… １枚

小ねぎ……………… 少々

ハ ブ    ア     コ フ

エストウ　コン　トッセ

S e k i  G a  D e r u

だし汁…………… 400ｃｃ

　　酒粕…………… 60g

　　みそ……… 大さじ２

牛乳……………… 200ｃｃ

Ⓐ
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今月の納期
□今月の納期　納期を守りましょう

・国民健康保険税　８期 ・介護保険料　８期

・後期高齢者医療保険料　８期

□納期限　２月 28 日㈭

○口座残高にご注意ください。口座の再振替で納付した場合、

一定金額を超えると延滞金がかかる場合があります。

○町税等の納付は、安全・便利な口座振替をご利用ください。

詳しくは収納課へ。

時間外窓口

３月の保健カレンダー

日 曜日 種目・時間 対象

4 月
成人健康相談

希望する人
午前 ９：30 ～ 11：00受付

8 金
両親学級

妊婦とその家族
午後 １：00 ～３：00受付

11 月
成人健康相談

希望する人
午前 ９：30 ～ 11：00受付

12 火
乳幼児健康相談

乳幼児とその保護者
午前 ９：30 ～ 11：00受付

14 木
１歳６か月児健康診査 Ｈ29. ８.21 ～

Ｈ29. ９.20生午後 ０：45 ～ １：15受付

15 金
７か月児健康診査 Ｈ30. ８. １～

Ｈ30. ８.31生午後 ０：45 ～ １：15受付

18 月
成人健康相談

希望する人
午前 ９：30 ～ 11：00受付

19 火
４か月児健康診査 Ｈ30.11. １～

Ｈ30.11.30生午後 ０：45 ～ １：15受付

20 水
３歳児健康診査 Ｈ27.12.1 ～

Ｈ27.12.31生午後 ０：45 ～ １：15受付

25 月
乳幼児健康相談

乳幼児とその保護者
午前 ９：30 ～ 11：00受付

28 木
２歳児歯科健康診査 Ｈ29. ２. １～

Ｈ29. ２.28生午後 ０：45 ～ １：15受付

○ 成人健康相談では、おからだやこころの悩みについて、ご本人やご

家族からの相談に応じています。

○会場は、保健福祉総合センターです。

健康づくり課

☎62・2121

【窓口延長】

□ 期日　２月13日、20日、27日および３月６日、13日の

水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□ 期日　２月16日、23日および３月２日、９日、16日の

土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともありますので、

事前にご確認ください。詳しくは、各担当課へ。月～金曜日 昼１２：５０～１３：００

４日㈪・６日㈬・８日㈮ 町の新鮮な話題をご紹介！

５日㈫・７日㈭ 健康づくり課からのお知らせ

11日㈪・13日㈬・15日㈮ 町の新鮮な話題をご紹介！

12日㈫・14日㈭ 町公民館からのお知らせ

18日㈪・20日㈬・22日㈮ 町の新鮮な話題をご紹介！

19日㈫・21日㈭ 図書館へ行こう！

25日㈪～29日㈮ 町の新鮮な話題をご紹介！

みみよりＯＩＺＵＭＩ番組表
ＦＭラジオ放送　７６.７MHz

３月

１月末日現在の数 前月対比

人　口
41,811　人 ＋26

（7,661　人） （＋38）

男　性
21,848　人 ＋15

（4,097　人） （＋29）

女　性
19,963　人 ＋11

（3,564　人） （＋9）

世帯数
19,298世帯 ＋5

（3,831世帯） （＋4）

出生25人　死亡39人

１月分 平成31年累計

△火災発生
３（２）件 ３（２）件

（　）内は建物火災

△損 害 額 調査中 調査中

△救急出動 140件 140件

●交通事故 ９件 ９件

●急　　病 105件 105件

●そ の 他 26件 26件

・火災の問い合わせ　☎0180・992・666
・病院の照会　　　　☎45・7799
・大泉消防署　　　　☎62・3119
・太田市消防本部　　☎33・0119

町の人口と世帯（　）内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

町内無線放送が聞き取れなかった場合はお電話ください

通話料無料のフリーダイヤル　☎０１２０・３１３・１４１

平成31年２月10日～３月10日

日曜・祝日当番医　変更になる場合があるため、電話で確認してから受診してください

月　日 内　科 外　科 耳鼻科 歯　科

２月10日
日曜日

神尾内科医院
館林（75・1288）

福田ペインクリニック
明和（84・1233）

高木整形外科
（午前のみ）

大泉（62・6611）
—

館林邑楽歯科
保健医療センター
館林（73・8818）

２月11日
月曜日

県西在宅クリニック舘林
館林（55・3818）

田沼内科医院
邑楽（88・7522）

井上整形外科医院
板倉（82・1131）

—

２月17日
日曜日

さくらクリニック
館林（72・3855）

寺内医院
邑楽（88・1511）

ふじの木整形・内科クリニック
板倉（91・4070）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉（80・4333）

２月24日
日曜日

後藤内科医院
館林（75・0134）

竹越医院
明和（84・3137）

しんじょう整形外科クリニック
館林（55・3623）

—

３月３日
日曜日

たけい小児科・アレルギー科
（小児科のみ）

館林（76・2525）

ましも内科・胃腸科
大泉（62・2025）

小曽根整形外科
館林（72・7707）

川田耳鼻咽喉科医院
館林（72・3314）

３月10日
日曜日

橋田内科クリニック
館林（72・0001）

藤原医院
邑楽（88・7797）

海宝病院
館林（74・0811）

—

○内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時、耳鼻科の診療時間は午前９

時～午後１時です。

○歯科の受付時間は午前９時～１１時３０分、診療時間は午前９時～正午です。

○小児科や婦人科は、午前中のみ診療する医療機関もありますので、事前に

電話でご確認ください。

○時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（☎４５・７７９９）で受診で

きる病院などを紹介します。

○急患のみ診察可能な救急指定病院は、公立館林厚生病院（☎７２・３１４０）

で内科系・外科系のみです。

・受付時間…午後６時45分～９時45分（祝日・年末年始を除く月～土曜日）

※詳しくは、太田市保健センター１階（☎60・3099）へ。平日夜間急病診療所（内科・小児科）

要予約のものは、町民相談室（内線594）

へお願いします。

町民相談

日 時
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分

場 所 町民相談室（役場内）

内 容
行政に対する苦情や要望、日常

生活上の悩みごとなど

法律相談（要予約）

日 時

２月14日㈭・21日㈭・28日㈭

３月７日㈭・14日㈭・28日㈭

午後１時30分～４時30分

（３月７日㈭は午前11時～午後２時）

場 所 町民相談室（役場内）

担 当 顧問弁護士

女性のための法律相談（要予約）
日時 ３月20日㈬　午後１時～５時

場所 千代田町民プラザ（千代田町赤岩1701－１）

担当 女性弁護士

※２月21日㈭から予約を受け付けます。

人権・行政相談（要予約）
日時 ３月12日㈫　午後１時30分～４時

場所 町公民館工芸室（吉田2465）

担当 人権擁護委員、行政相談委員

内容
人権に関する相談、行政に対する

苦情や要望

教育相談
日 時 月～金曜日　午前10時～午後４時

場 所 教育研究所（城之内４－２－１）

担 当 教育相談員

内 容
非行、いじめ、不登校など教育に

関すること

対 象 小学生・中学生・保護者ほか

※詳しくは、教育研究所（☎63・8626）へ。

親と子の電話相談
日 時 月～金曜日　午後２時～５時

担 当 相談経験豊かな先生

内 容 学校での悩みごとなど

※フリーダイヤル（☎0120・00・1305）へ。

ＤＶ相談

日 時
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

担 当 専門女性相談員

内 容
配偶者などからの暴力に関する

悩みごとなど

※詳しくは、相談専用電話（☎20・3988）へ。

消費生活相談

日 時
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

場 所 消費生活センター（役場内）

担 当 消費生活相談員

内 容 消費生活に関するトラブルなど

※詳しくは、消費生活センター（☎６３・３５１１）へ。

定例相談

費用無料。秘密は厳守します

マチイロ

安全安心メール

Twitter

Facebook

いっしょにご利用ください

https://twitter.com/oizumi_koho
http://machiiro.town/
lp/gunma_oizumi

https://www.facebook.com/oizumi.town
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さまざまな企業が立地して

いる大泉町。

このコーナーでは各企業の

担当者に登場してもらい、

会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
「
畳
を
敷
く
た
め
に
は
必
ず
採
寸

が
必
要
。
一
枚
一
枚
寸
法
が
異
な
る

た
め
、
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

す
よ
」
と
話
す
大
谷
さ
ん
は
、
平
成

28
年
に
創
業
百
年
を
迎
え
た
大
谷
畳

店
の
三
代
目
。
平
成
10
年
か
ら
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理
さ
れ
た
機
械

を
導
入
し
、
正
確
性
・
効
率
性
を
重

視
し
た
製
造
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
職
人
気
質
と
い
う
表
現
に
あ
る
と

お
り
、
職
人
が
良
い
仕
事
を
す
る
の

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
し
か
た
に
お
い
て
は

〝
脱
職
人
〟
を
目
指
し
、
お
客
様
の
満

足
度
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
固
有
の
床
材
で
あ
る
畳
に
は
、

浄
化
作
用
や
調
湿
作
用
が
あ
る
た
め
、

日
本
の
風
土
に
は
最
適
な
素
材
で
あ

り
、
い
草
の
香
り
に
も
鎮
静
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
「
畳
が
良
い

製
品
で
あ
る
こ
と
は
自
信
を
持
っ
て

言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
畳
の
良
さ

を
発
信
し
て
、
多
く
の
人
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
続
け
ま
す
。

　
あ
る
意
味
、
不
器
用
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
こ
れ
ま
で
畳
一
本
で
や
っ
て
こ

ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
謙
遜
し

な
が
ら
振
り
返
る
大
谷
さ
ん
に
今
後

の
目
標
を
伺
う
と
「
百
年
の
重
み
を

感
じ
な
が
ら
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

技
術
や
伝
統
を
大
切
に
し
、
お
客
様

の
笑
顔
の
た
め
、
次
の
百
年
を
目
指

し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

■機械と職人の技術により高品質な畳が製作されます

■住　所　大泉町西小泉２－20－23 

■概　要　1917年に「大谷畳店」として創業。

1987年に有限会社大谷畳店、2006年に株式会社

大谷畳店へ商号変更し、2016年には創業100年

を迎えました。長年積み重ねてきた技術とノウ

ハウにより、畳の張り替えなど高品質なサービ

スを提供しています。

株式会社　大谷畳店
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